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第 62回臨床検査技師国家試験─解答速報 本誌編集委員会

今月の表紙/ラボクイズ/過去問 deセルフチェック！/他

■『検査と技術』2016 年（13 冊）（増刊号含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料：
冊子版：本体 21,600円＋税，冊子＋電子版/個人：本体
26,600 円＋税，冊子＋電子版/共有：本体 29,840 円＋
税，電子版/個人：本体 21,600 円＋税，電子版/共有：
本体 24,840 円＋税

人の心に寄り添う医療人になる・5
伝統と革新を生きる・1 市川染五郎，他

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「人の心に寄り添う医療人になる」2016 年注目の連載

【本連載の形式】　各界で著名な先生方への山
さん

藤
どう

賢
まさる

先生（昭和医療技術専門学校
学校長）のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニ
ケーション，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さ
んの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきます．対談のなか
で，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の“共振のポイント”と
して解説を加えていただきます．

【本連載の紹介】
第 1回   「医療人としての感性を高める～「感じる」を「信じる」，そし

て「考える」～ということ」　
 山藤　賢（昭和医療技術専門学校学校長）
第 2～4回 「自分を信じる，仲間を信じる」
 佐々木則夫（プロサッカー監督）×山藤　賢
第 5，6回 「伝統と革新を生きる」
 市川染五郎（歌舞伎役者，俳優）×山藤　賢
第 7，8回 「急がば回れのコミュニケーション論」（仮）
 西成活裕先生（東京大学教授）×山藤　賢

（撮影：野村佐紀子）

歌舞伎役者，俳優 昭和医療技術専門学校学校長
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（インタビュアー）

市川染五郎（いちかわ　そめごろう）氏 プロフィール
本名，藤間照薫（ふじま　てるまさ）．歌舞伎役者，俳優．屋号は高麗屋．日本舞踊松本流の家元で，舞
踏家名は松本錦升（まつもと　きんしょう）．1973年 1月，9代目松本幸四郎の長男として，東京都に生
まれる．1978年 10月，NHK大河ドラマ「黄金の日日」に子役で出演．1979年 3月，歌舞伎座「侠
客春雨傘」で3代目松本金太郎を襲名して初舞台．1981年 10月，歌舞伎座「仮名手本忠臣蔵」7段目
の大星力弥，他で7代目市川染五郎を襲名．2014年 11月，初世松本白鸚三十三回忌追善興行「吉例
顔見世大歌舞伎」において，高麗屋のお家芸である「勧進帳」で，初めて弁慶役を務めた．インタビュ
アーの山藤賢先生とは私立暁星学園にて小学校から高校まで同級生．

編集室注：染五郎さんと山藤先生は小学校から高校ま
での同級生です．山藤先生は染五郎さんのことを，昔
からのとおり，名字で藤間と呼んでいます．対談の冒
頭のみ，そのままの表記とさせていただきました．

　山藤（さんどう）：藤間，今日は講演後で忙しいと

ころをありがとう．これ，好物をお土産で持って

きました．

　染五郎：おー，麻布十番の浪花屋のタイ焼き

じゃない．小さな頃からの大好物です．取りあえ

ず，一緒に食べよう．

《そして，タイ焼きを食べながら，二人で，小学校

時代のアルバムを見る》

　山藤：おー，この写真，小学生のとき，クラス

が違う藤間とはリレーで対決したよね．藤間は足

第 5回

伝統と革新を生きる・1

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．

が速くて身体能力は高かったよなぁ…．

　染五郎：山藤はサッカー部で花形だったしね…．

　山藤：うーん，懐かしいね～（笑）

　それでは，対談を始めましょうか．これから

は，雑誌掲載用に言葉使いも少し改まってまいり

ましょう（笑）．対談中は，あえて染五郎と呼ばせ

ていただきます．よろしくお願いします．

　編集室：それでは，よろしくお願いします．

人間「市川染五郎」と娯楽「歌舞伎」

　山藤：まずは，染五郎自身のことと歌舞伎の
ことについて聞きたいと思います．今日のお芝
居（「通し狂言　東海道四谷怪談」）の冒頭もそう
だったんだけど，市川染五郎は，実は世間が
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